
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は昨年度に延期になったオリンピック・パラリンピックが東京を中心に開催されました。皆さ

んの中には、テレビで感染した人も多かったことでしょう。尾倉中は、本年度「北九州市オリンピッ

ク・パラリンピック教育推進校」に指定されました。１学期は車いすテニスの二條実穂選手を招い

ての講演会がありました。ここで、オリンピック・パラリンピック教育というものについてもう一度考

えてみましょう。（以下、少し難しい表現が続きます。保護者の方への説明です） 

「オリンピック・パラリンピックそのものについての学び」としては、オリンピック・パラリンピックに

関する知識（歴史、競技種目、アスリートのパフォーマンスや努力のすごさ、オリンピック精神、パラ

リンピックの意義、用具の工夫・開発やクラス分け等のパラリンピックの特性等）のほか、選手の体

験・エピソード、大会を支える仕組み等について学ぶことです。 

「オリンピック・パラリンピックを通じた学び」としては、まず、オリンピック・パラリンピックを契機

としてスポーツの価値（スポーツが個人や社会にもたらす効果）を学ぶことが考えられます。具体

的には、スポーツまたはスポーツマンシップが、チャレンジや努力を尊ぶ態度、ルールの尊重やフェ

アプレーの精神、他者の尊重や自己実現、健康増進等にもたらす効果を学び、スポーツをしようと

する態度や体を動かすことへの自発的な関心の向上、生涯にわたってスポーツに積極的に関わる

ことが求められます。 

さらに、平和でより良い世界を創る次代の若者の育成という観点から、オリンピック・パラリンピ

ックを日本の社会全体や地域の課題、さらには国際社会の状況や現代的な課題に向き合うきっか

けとすることも大切です。例えば、参加国・地域の文化・言語（日本との違い）、世界各国の国旗、

ボランティアを含め、お互いに支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える共生社会の実

現、自然との共存等の環境問題や国際平和・貧困・人権等の様々な地球規模の課題解決をはじめ

とする「持続可能な社会」をつくること、日本や地域の伝統・課題等に関して学ぶことが挙げられま

す。また、国際的視野をもった人材を育てる上で、オリンピック・パラリンピックへの関心やスポーツ

の場面におけるコミュニケーションの必要性から、英語をはじめとするいろいろな国の言語の能力

を高めるきっかけとなることも期待されています。 

こうした学習を通じて、社会の課題の発見や解決に向けて、他者と協働しつつ主体的に取り組む

態度や、多様性の尊重（人間としての共通性、他者への共感、思いやり等）、公徳心（マナー、フェ

アプレー精神、ボランティア精神、おもてなし精神等）の育成・向上を図ることが求められます。こう

した力を身に付けることは、これからのグローバル化が進み、変化の激しい時代を生き抜いていく

ために、今後ますます重要になると考えます。 

 以下、オリンピアン、パラリンピアンの「ことば」を集めてみました。時間がある時に読んでみましょ

う。そして、その「ことば」から何かを感じ取ってみましょう。 
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＜学校教育目標＞ 
豊かな心をもち、健やかでたくましく行動する生

徒の育成～みんなで考え、みんなで取り組み、みん
なでつくる尾倉中学校～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 感性豊かで、意欲的、主体的に学習する生徒 
② 健康で明るく、思いやりのある生徒 
③ 礼儀正しく、奉仕の精神に満ちた生徒 
◇ 元気のいい挨拶・礼儀・身なり・学習規律と集団
生活における規律とマナー 

尾 倉 
＜校訓＞ 
自主 
創造 
協力 
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